
日日新 又日新（日日新たに又日に新たなれ） 

 

  

 １２月１日、川西町農村環境改善センターと川西町中央公民館を会場に、「山

形県学校農業クラブ連盟プロジェクト発表会」が行われました。本校からは分野

Ⅰ類で半田桃香（２年）はじめ９名による「夏秋イチゴの生産・流通・経営に関

する研究」の発表、分野Ⅱ類で高内澪奈（２年）はじめ９名による「放棄される 

     明新館通信 
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平成２７年度 

第９号(通巻１０２号) 

山形県立上山明新館高等学校 

山形県上山市仙石６５０番地 

TEL ０２３（６７２）１７００ 

平成２７年１２月２５日（金）発行 

＜行事予定＞ 

＜１2月 ＞ 

２６日（土） 

２７日（日） 

２８日（月） 

２９日（火）  年末年始休業 

３０日（水） 

３１日（木） 

＜１月 ＞ 

１日（金）  元旦 

２日（土） 

３日（日） 

４日（月） 

５日（火） ３年代ゼミマーク模試 

６日（水） 

７日（木）始業式  課題テスト 

大掃除  安全の日 

８日（金）身だしなみ一斉指導③ 

９日（土）  県新人大会（バスケ） 

１０日（日）  

１１日（月）成人の日 

１２日（火）単位追認テスト③ 

１３日（水）第１回校務分掌検討委員会 

１４日（木）分掌課会 

１５日（金）センター試験激励会 

          ２年進研模試 

１６日（土） センター試験 

          １年進研模試 

１７日（日）   

１８日（月）センター試験自己採点 

課長主任会 

１９日（火） 

２０日（水）２年進路ガイダンス（保護者） 

２１日（木）職員会議 

       県高教研農業部会研修会 

２２日（金）大学入試出願検討会 

英検（３）１次 

２３日（土） 

２４日（日）全商簿記実務検定 

２５日（月）専門学科学習成果発表会 

２６日（火）  ３年学年末テスト(～1/29) 

２７日（水）   

２８日（木）  学校保健委員会 

 

 

▲▲▲   県知事と県教育長を表敬訪問   ▲▲▲ 

日本学校農業クラブ全国大会プロジェクト発表最優秀賞・農林水産大臣賞受賞を報告 

１２月１６日、寒河江茂校長、遠藤忠樹食料生

産科長、生徒１０名（３年生粟野真生、２年生高

内澪奈、岡崎楓、菊池思穂、鈴木雅子、半田桃香、

関帆乃茄、山川悠衣、山村祥子、１年生大泉紗雪）

が県庁を訪ね、「平成２７年度日本学校農業クラ

ブ連盟全国大会プロジェクト発表（区分：食料・

生産の部）最優秀賞・農林水産大臣賞」受賞（「食

用ほおずきの普及拡大について」）の報告をいた

しました。はじめに吉村美栄子県知事を表敬訪問

し、受賞に至る本校の取り組みについて報告いた

しました。吉村知事に、本校で生産、加工した焼

きドーナツを試食していただき、その後、知事か

らの質問に、生徒一人ひとりが答え、感想を述べ、

和やかな雰囲気の中で表敬が終了しました。続い

て、菅野滋教育長を表敬訪問し、菅野教育長、 

佐藤俊一教育次長、石川真澄高校教育課長の前

で、プロジェクターを使用し、受賞した研究につ

いて発表させていただきました。その後、受賞の

喜びを報告させていただき、県教委の皆さまに焼

きドーナツを試食していただきました。 

県知事、教育長それぞれから、来年に向けて更

に研究に邁進するよう激励のお言葉をいただき、

一同、感激し、一層研究を深めることを決意いた

しました。 

 

 
祝  山形県学校農業クラブ連盟プロジェクト発表会 

快挙！！  ３分野 （Ⅰ類～Ⅲ類） を制覇！ ２連覇達成！ 

 

『紅柿』加工食品開発の研究」の発表、分野Ⅲ類で井上晏那（３年）はじめ７名による「明新館SMILEプロジェク

ト～上山の農業資源を活かしたヒューマンサービス～」の発表が行われました。 

各分野で県内各校代表が競い合い、厳正で慎重な審査を経て、本校農業クラブ 

が昨年に引き続き、３分野（昨年度までは３区分）すべてで最優秀賞に輝き、 

２連覇という快挙を成し遂げました。３グループは来年８月岩手県で開催され 

る東北ブロック大会に出場することが決定いたしました。来年夏の東北ブロッ 

ク大会までに各分野においてそれぞれのメンバーが更に研究を重ね、その成果 

を十分に盛り込んだ発表になるものと期待されます。 

 

 

 

 

 



                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 １２月２２日、上山病院において、邦楽部の生徒

がクリスマス演奏会を行い、琴の演奏などを披露し

ました。「トトロ」「彩水」「島唄」「八千代獅子」

「日本の四季」などを演奏しました。多くの方々が

演奏に合わせて手拍子をとったりして、演奏を楽し

んでくださいました。短い時間でしたが、良い演奏

会となりました。 

 

１２月１２日、さくらんぼ幼稚園（山形市長谷堂）に

吹奏楽部・合唱部の計３１名が訪れ、幼稚園児ととも

にジョイントコンサートを行いました。最初に、年長

組の園児と吹奏楽部が「宇宙戦艦ヤマト」「カントリ

ーロード（耳をすませば）」を一緒に演奏しました。

続いて、吹奏楽部が「夢をかなえてドラえもん」「勇

気１００％」「となりのトトロ」を演奏し、合唱部が

歌いました。園児たちはこれに合わせて踊ったり歌っ

たり楽器を鳴らしたり。会場の高校生・幼稚園児が一

体となって音楽を楽しみ、つめかけた保護者やおじい

ちゃん、おばあちゃんから盛んな拍手をいただきまし

た。最後は本校顧問が扮するサンタクロースも登場、

アンコール２曲を演奏してコンサートを閉じました。 

吹奏楽部・合唱部 

さくらんぼ幼稚園・上山明新館高校ジョイントコンサート 

 

 

邦楽部 

     上山病院にてクリスマス演奏会 

 農や食への思いをつづる「毎日農業記録賞」で、本校

の食料生産科高内澪奈（２年）が「いただきますは誰に

言う」で高校生部門優良賞を、荒井晶（３年）が「私が

提案する農業の６次産業化」で山形支局長賞を受賞しま

した。また、菅原政志先生が 

「伝えたい農の夢と力」で一 

般部門優良賞を受賞しました。 

１２月９日、毎日新聞社山形 

支局長猪飼順氏が来校し、表 

彰状伝達式が行われました。 

 

 

毎日農業記録賞 （毎日新聞社主催） 

祝  優良賞 受賞  高内 澪奈 （２年） 

祝  山形支局長賞 受賞  荒井 晶 （３年） 

 

 

国税庁主催の平成２７年度「税に関する高校生の作

文」において、沼沢夏妃（１年）の作文「身近な税金」

が山形税務署長賞を受賞いたしました。１１月３０日、

山形税務署副所長 櫻井正浩氏と税務広報広聴官 菅野

さおり氏が来校し、校長室において、沼沢夏妃に賞状と

記念品が授与されました。副署長櫻井氏から「私たちの

日々の生活に直接かかわる消費税のことなどを取り上

げ、社会を支えていくために税金が必要で、大切である

ことをきちんと理解し、自分の意見を述べた内容を高く

評価します。」とお褒めの言葉をいただきました。 

 

 

 

税に関する高校生の作文  

祝 山形税務署長賞 受賞  沼沢 夏妃 （１年） 

 

 

 

第４２回アンサンブルコンテスト村山大会 （吹奏楽部） 第１４回村山地区バドミントン高校研修大会 

・金管八重奏 銀賞                  ・女子ダブルス 第２位 安孫子京佳（２年）・菊池思穂（２年） 

・クラリネット四重奏 銀賞              ・女子ダブルス 第３位 石山千尋（２年）・伊藤真由（２年） 

・木管三重奏 銀賞                  ・男子ダブルス 第３位 五十嵐圭（２年）・門口洋人（２年） 

出場チームすべてが銀賞受賞             平成２７年度山形県高等学校サイエンスフォーラム (科学バイテク食品加工部) 

第３１回農業高校生小論文コンクール                    ・優秀賞「酢川河川に生息する水生昆虫とその生態について」 

・奨励賞 青木まなみ（３年）             平成２７年度高等学校科学系部研究発表会 

・奨励賞 高橋律佐（３年）              ・優良賞「耐酸性水生昆虫についての研究（２０１５）」 

１2月1７日に本校多目的視聴覚室において、「ＰＳＴ座談会」が開催 

されました。 Ｐは Parents（保護者）、 Sは Students（学生）、Ｔ 

はTeachers（先生）の略で、３者が一つのテーマについて話し合い、意 

見を出し合って、諸問題をお互いに考えることを目的としています。今回 

は、粟野ＰＴＡ会長・筒井ＰＴＡ総務部長をはじめ１２名の保護者、生徒 

会執行部とクラス代表を合わせ３９名の生徒、各学年主任をはじめとする 

１２名の教員が参加し、６グループに分散し、「一井彩子さんの講演から 

学んだこと、それを活かためのアクションは」について話し合いが行われ 

ました。「文字媒体について」「テレビ報道」「虫の目（ミクロの目）・鳥の目（全体を見る目）・魚の目（空気・

情勢を読む力）」などについて話し合い、活発に意見が出されました。保護者、生徒、先生方それぞれに意見交換を

通して、現代日本の社会を取り巻く諸問題について目を向け、考える機会となり、大変有意義な座談会となりました。 

 

 

 

 

 

生 徒 の 活 躍 

 

Ｐ（保護者）・Ｓ（生徒）・Ｔ（先生）座談会 

    「一井彩子さんの講演から学んだこと、それを活かすためのアクションは？」 について話し合う 

 


